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講習と現地実習
〔道路橋の維持管理〕

ー 道路橋の点検と管理 ー

第29回日本道路会議

国土技術政策総合研究所
道路構造物管理研究室

室長 玉越 隆史
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多様な劣化形態

？？？？
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幅の小さい１方向ひびわれ 格子状ひびわれ

遊離石灰を伴う格子状ひびわれ 抜け落ち

？？？？

多様な劣化過程
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多様な劣化要因
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Ｔ形RC橋脚

特殊な事象の存在
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極めて大きな「ばらつき」がある劣化傾向
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鋼鈑桁橋 主桁腐食（A、B塗装系）の劣化曲線

桁端部桁端部桁端部桁端部 桁中間部桁中間部桁中間部桁中間部
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外観性状とは一致しない深刻さ

PCプレテン箱桁橋プレテン箱桁橋プレテン箱桁橋プレテン箱桁橋
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致命的な影響をもつ局部の現象

点検の現状と課題
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標準的な点検の体系

通常点検通常点検通常点検通常点検

定期点検定期点検定期点検定期点検

異常時点検異常時点検異常時点検異常時点検

追跡調査追跡調査追跡調査追跡調査

詳細調査詳細調査詳細調査詳細調査

橋梁点検橋梁点検橋梁点検橋梁点検

特定点検特定点検特定点検特定点検

中間点検中間点検中間点検中間点検

点検の役割点検の役割点検の役割点検の役割

日常の巡回日常の巡回日常の巡回日常の巡回

地震や台風等の災害地震や台風等の災害地震や台風等の災害地震や台風等の災害

定期点検を補う（中間年）定期点検を補う（中間年）定期点検を補う（中間年）定期点検を補う（中間年）

定期的に損傷把握定期的に損傷把握定期的に損傷把握定期的に損傷把握

塩害等の特定事象塩害等の特定事象塩害等の特定事象塩害等の特定事象

損傷原因等の把握損傷原因等の把握損傷原因等の把握損傷原因等の把握

損傷の進行状況損傷の進行状況損傷の進行状況損傷の進行状況

通常通常通常通常

定期定期定期定期

特定特定特定特定

異常時異常時異常時異常時

10

損傷の種類

11

� 鋼部材の損傷

� コンクリート部材の損傷

� その他の損傷

� 共通の損傷

1111 腐食腐食腐食腐食 6666 ひびわれひびわれひびわれひびわれ 13131313 遊間の異常遊間の異常遊間の異常遊間の異常 18181818 定着部の異常定着部の異常定着部の異常定着部の異常
2222 亀裂亀裂亀裂亀裂 7777 剥離・鉄筋露出剥離・鉄筋露出剥離・鉄筋露出剥離・鉄筋露出 14141414 路面の凹凸路面の凹凸路面の凹凸路面の凹凸 19191919 変色・劣化変色・劣化変色・劣化変色・劣化
3333 ゆるみ・脱落ゆるみ・脱落ゆるみ・脱落ゆるみ・脱落 8888 漏水・遊離石灰漏水・遊離石灰漏水・遊離石灰漏水・遊離石灰 15151515 舗装の異常舗装の異常舗装の異常舗装の異常 20202020 漏水・滞水漏水・滞水漏水・滞水漏水・滞水
4444 破断破断破断破断 9999 抜け落ち抜け落ち抜け落ち抜け落ち 16161616 支承の機能障害支承の機能障害支承の機能障害支承の機能障害 21212121 異常な音・振動異常な音・振動異常な音・振動異常な音・振動
5555 防食機能の劣化防食機能の劣化防食機能の劣化防食機能の劣化 10101010 ｺﾝｸﾘｰﾄ補強材ｺﾝｸﾘｰﾄ補強材ｺﾝｸﾘｰﾄ補強材ｺﾝｸﾘｰﾄ補強材 17171717 その他その他その他その他 22222222 異常なたわみ異常なたわみ異常なたわみ異常なたわみ

の損傷の損傷の損傷の損傷 23232323 変形・欠損変形・欠損変形・欠損変形・欠損
11111111 床版ひびわれ床版ひびわれ床版ひびわれ床版ひびわれ 24242424 土砂詰り土砂詰り土砂詰り土砂詰り
12121212 うきうきうきうき 25252525 沈下・移動・傾斜沈下・移動・傾斜沈下・移動・傾斜沈下・移動・傾斜

26262626 洗掘洗掘洗掘洗掘

点検項目（損傷の種類）点検項目（損傷の種類）点検項目（損傷の種類）点検項目（損傷の種類）
鋼部材鋼部材鋼部材鋼部材 コンクリート部材コンクリート部材コンクリート部材コンクリート部材 その他その他その他その他 共通共通共通共通

損傷の評価体系の改訂

損傷度標準判定損傷度標準判定損傷度標準判定損傷度標準判定 損傷程度の評価損傷程度の評価損傷程度の評価損傷程度の評価

対策区分の判定対策区分の判定対策区分の判定対策区分の判定

・連続的かつ客観的な損傷データ・連続的かつ客観的な損傷データ・連続的かつ客観的な損傷データ・連続的かつ客観的な損傷データ

・損傷の種類毎の評価区分・損傷の種類毎の評価区分・損傷の種類毎の評価区分・損傷の種類毎の評価区分・概略的な損傷程度を把握・概略的な損傷程度を把握・概略的な損傷程度を把握・概略的な損傷程度を把握

・対策の必要性を提示・対策の必要性を提示・対策の必要性を提示・対策の必要性を提示

S63要領要領要領要領 H16改訂改訂改訂改訂

・実施すべき措置を示唆・実施すべき措置を示唆・実施すべき措置を示唆・実施すべき措置を示唆

詳細調査詳細調査詳細調査詳細調査詳細調査詳細調査詳細調査詳細調査の必要がある。の必要がある。の必要がある。の必要がある。の必要がある。の必要がある。の必要がある。の必要がある。ＳＳＳＳＳＳＳＳ
維持工事維持工事維持工事維持工事維持工事維持工事維持工事維持工事で対応する必要がある。で対応する必要がある。で対応する必要がある。で対応する必要がある。で対応する必要がある。で対応する必要がある。で対応する必要がある。で対応する必要がある。ＭＭＭＭＭＭＭＭ

その他，その他，その他，その他，その他，その他，その他，その他，緊急対応緊急対応緊急対応緊急対応緊急対応緊急対応緊急対応緊急対応の必要がある。の必要がある。の必要がある。の必要がある。の必要がある。の必要がある。の必要がある。の必要がある。Ｅ２Ｅ２Ｅ２Ｅ２Ｅ２Ｅ２Ｅ２Ｅ２
構造の安全性，構造の安全性，構造の安全性，構造の安全性，構造の安全性，構造の安全性，構造の安全性，構造の安全性，緊急対応緊急対応緊急対応緊急対応緊急対応緊急対応緊急対応緊急対応の必要がある。の必要がある。の必要がある。の必要がある。の必要がある。の必要がある。の必要がある。の必要がある。Ｅ１Ｅ１Ｅ１Ｅ１Ｅ１Ｅ１Ｅ１Ｅ１

速やかに速やかに速やかに速やかに速やかに速やかに速やかに速やかに補修等を行う補修等を行う補修等を行う補修等を行う補修等を行う補修等を行う補修等を行う補修等を行う必要がある。必要がある。必要がある。必要がある。必要がある。必要がある。必要がある。必要がある。ＣＣＣＣＣＣＣＣ

状況に応じて状況に応じて状況に応じて状況に応じて状況に応じて状況に応じて状況に応じて状況に応じて補修を行う補修を行う補修を行う補修を行う補修を行う補修を行う補修を行う補修を行う必要がある。必要がある。必要がある。必要がある。必要がある。必要がある。必要がある。必要がある。ＢＢＢＢＢＢＢＢ

損傷がないか，軽微，補修の必要がない。損傷がないか，軽微，補修の必要がない。損傷がないか，軽微，補修の必要がない。損傷がないか，軽微，補修の必要がない。損傷がないか，軽微，補修の必要がない。損傷がないか，軽微，補修の必要がない。損傷がないか，軽微，補修の必要がない。損傷がないか，軽微，補修の必要がない。ＡＡＡＡＡＡＡＡ

判定の内容判定の内容判定の内容判定の内容判定の内容判定の内容判定の内容判定の内容
判定判定判定判定判定判定判定判定

区分区分区分区分区分区分区分区分

詳細調査詳細調査詳細調査詳細調査詳細調査詳細調査詳細調査詳細調査の必要がある。の必要がある。の必要がある。の必要がある。の必要がある。の必要がある。の必要がある。の必要がある。ＳＳＳＳＳＳＳＳ
維持工事維持工事維持工事維持工事維持工事維持工事維持工事維持工事で対応する必要がある。で対応する必要がある。で対応する必要がある。で対応する必要がある。で対応する必要がある。で対応する必要がある。で対応する必要がある。で対応する必要がある。ＭＭＭＭＭＭＭＭ

その他，その他，その他，その他，その他，その他，その他，その他，緊急対応緊急対応緊急対応緊急対応緊急対応緊急対応緊急対応緊急対応の必要がある。の必要がある。の必要がある。の必要がある。の必要がある。の必要がある。の必要がある。の必要がある。Ｅ２Ｅ２Ｅ２Ｅ２Ｅ２Ｅ２Ｅ２Ｅ２
構造の安全性，構造の安全性，構造の安全性，構造の安全性，構造の安全性，構造の安全性，構造の安全性，構造の安全性，緊急対応緊急対応緊急対応緊急対応緊急対応緊急対応緊急対応緊急対応の必要がある。の必要がある。の必要がある。の必要がある。の必要がある。の必要がある。の必要がある。の必要がある。Ｅ１Ｅ１Ｅ１Ｅ１Ｅ１Ｅ１Ｅ１Ｅ１

速やかに速やかに速やかに速やかに速やかに速やかに速やかに速やかに補修等を行う補修等を行う補修等を行う補修等を行う補修等を行う補修等を行う補修等を行う補修等を行う必要がある。必要がある。必要がある。必要がある。必要がある。必要がある。必要がある。必要がある。ＣＣＣＣＣＣＣＣ

状況に応じて状況に応じて状況に応じて状況に応じて状況に応じて状況に応じて状況に応じて状況に応じて補修を行う補修を行う補修を行う補修を行う補修を行う補修を行う補修を行う補修を行う必要がある。必要がある。必要がある。必要がある。必要がある。必要がある。必要がある。必要がある。ＢＢＢＢＢＢＢＢ

損傷がないか，軽微，補修の必要がない。損傷がないか，軽微，補修の必要がない。損傷がないか，軽微，補修の必要がない。損傷がないか，軽微，補修の必要がない。損傷がないか，軽微，補修の必要がない。損傷がないか，軽微，補修の必要がない。損傷がないか，軽微，補修の必要がない。損傷がないか，軽微，補修の必要がない。ＡＡＡＡＡＡＡＡ

判定の内容判定の内容判定の内容判定の内容判定の内容判定の内容判定の内容判定の内容
判定判定判定判定判定判定判定判定

区分区分区分区分区分区分区分区分

判定判定判定判定判定判定判定判定
区分区分区分区分区分区分区分区分

損傷は認められない損傷は認められない損傷は認められない損傷は認められない損傷は認められない損傷は認められない損傷は認められない損傷は認められないO.KO.KO.KO.KO.KO.KO.KO.K

損傷が認められ，損傷が認められ，損傷が認められ，損傷が認められ，損傷が認められ，損傷が認められ，損傷が認められ，損傷が認められ，
その程度を記録その程度を記録その程度を記録その程度を記録その程度を記録その程度を記録その程度を記録その程度を記録

ⅣⅣⅣⅣⅣⅣⅣⅣ

損傷が認められ，損傷が認められ，損傷が認められ，損傷が認められ，損傷が認められ，損傷が認められ，損傷が認められ，損傷が認められ，
追跡調査が必要追跡調査が必要追跡調査が必要追跡調査が必要追跡調査が必要追跡調査が必要追跡調査が必要追跡調査が必要ⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢ

損傷が大きく，損傷が大きく，損傷が大きく，損傷が大きく，損傷が大きく，損傷が大きく，損傷が大きく，損傷が大きく，

詳細調査を実施，補修を判断詳細調査を実施，補修を判断詳細調査を実施，補修を判断詳細調査を実施，補修を判断詳細調査を実施，補修を判断詳細調査を実施，補修を判断詳細調査を実施，補修を判断詳細調査を実施，補修を判断ⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡ

損傷が著しい，損傷が著しい，損傷が著しい，損傷が著しい，損傷が著しい，損傷が著しい，損傷が著しい，損傷が著しい，
交通の安全確保の支障の恐れ交通の安全確保の支障の恐れ交通の安全確保の支障の恐れ交通の安全確保の支障の恐れ交通の安全確保の支障の恐れ交通の安全確保の支障の恐れ交通の安全確保の支障の恐れ交通の安全確保の支障の恐れ

ⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠ

一一一一一一一一 般般般般般般般般 的的的的的的的的 状状状状状状状状 況況況況況況況況
判定判定判定判定判定判定判定判定
区分区分区分区分区分区分区分区分

損傷は認められない損傷は認められない損傷は認められない損傷は認められない損傷は認められない損傷は認められない損傷は認められない損傷は認められないO.KO.KO.KO.KO.KO.KO.KO.K

損傷が認められ，損傷が認められ，損傷が認められ，損傷が認められ，損傷が認められ，損傷が認められ，損傷が認められ，損傷が認められ，
その程度を記録その程度を記録その程度を記録その程度を記録その程度を記録その程度を記録その程度を記録その程度を記録

ⅣⅣⅣⅣⅣⅣⅣⅣ

損傷が認められ，損傷が認められ，損傷が認められ，損傷が認められ，損傷が認められ，損傷が認められ，損傷が認められ，損傷が認められ，
追跡調査が必要追跡調査が必要追跡調査が必要追跡調査が必要追跡調査が必要追跡調査が必要追跡調査が必要追跡調査が必要ⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢ

損傷が大きく，損傷が大きく，損傷が大きく，損傷が大きく，損傷が大きく，損傷が大きく，損傷が大きく，損傷が大きく，

詳細調査を実施，補修を判断詳細調査を実施，補修を判断詳細調査を実施，補修を判断詳細調査を実施，補修を判断詳細調査を実施，補修を判断詳細調査を実施，補修を判断詳細調査を実施，補修を判断詳細調査を実施，補修を判断ⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡ

損傷が著しい，損傷が著しい，損傷が著しい，損傷が著しい，損傷が著しい，損傷が著しい，損傷が著しい，損傷が著しい，
交通の安全確保の支障の恐れ交通の安全確保の支障の恐れ交通の安全確保の支障の恐れ交通の安全確保の支障の恐れ交通の安全確保の支障の恐れ交通の安全確保の支障の恐れ交通の安全確保の支障の恐れ交通の安全確保の支障の恐れ

ⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠ

一一一一一一一一 般般般般般般般般 的的的的的的的的 状状状状状状状状 況況況況況況況況

ｅｅｅｅｄｄｄｄｃｃｃｃｂｂｂｂ

小小小小 －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 大大大大

ａａａａ

損傷の程度損傷の程度損傷の程度損傷の程度

評価区分評価区分評価区分評価区分
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in

 G
ir

d
e
r

Unit

Unit

Unit

上部構造上部構造上部構造上部構造

主桁

横桁

縦桁

床版

対傾構

横構

下部構造下部構造下部構造下部構造

橋脚 柱部・壁部

梁部

橋台 胸壁

堅壁

翼壁

基礎

支承部支承部支承部支承部

支承本体

アンカーボルト

沓座モルタル

台座コンクリート

落橋防止システム

路上路上路上路上

高欄

防護柵

地覆

中央分離帯

伸縮装置

遮音施設・照明施設・標識施設

縁石

舗装

排水施設排水施設排水施設排水施設

排水ます

配水管

要素レベルでのデータ収集

14

「診断」の重要性

主桁にき裂 ガセットのき裂がウエブに進展

対傾構が破断。が、進展しない

15

「診断」の重要性

・シースに沿った、遊離石灰を伴うひびわれ
→ シース、ひいてはＰＣ鋼材の腐食が懸念
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16主桁亀裂位置（外側） 亀裂の状況（内側）

遠望やスクリーニングの限界とリスク

17

板厚方向板厚方向板厚方向板厚方向

背面側背面側背面側背面側

遠望やスクリーニングの限界とリスク

18

性能保証の課題性能保証の課題性能保証の課題性能保証の課題

遠望やスクリーニングの限界とリスク
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19

ただし、外観目視には限界も

20

ただし、外観目視には限界も

21

コンクリートアーチ橋
橋長68.1m
S48竣工

ただし、外観目視には限界も
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22

維持管理の現状

■■■■ 定期的な近接目視は、最も有効かつ不可欠な点検定期的な近接目視は、最も有効かつ不可欠な点検定期的な近接目視は、最も有効かつ不可欠な点検定期的な近接目視は、最も有効かつ不可欠な点検

■■■■ 外観目視の限界をカバーすることが重要外観目視の限界をカバーすることが重要外観目視の限界をカバーすることが重要外観目視の限界をカバーすることが重要

→ 非破壊検査技術非破壊検査技術非破壊検査技術非破壊検査技術

→ 専門知識や経験専門知識や経験専門知識や経験専門知識や経験 （組織・技術者）（組織・技術者）（組織・技術者）（組織・技術者）

→ 知見のフィードバック知見のフィードバック知見のフィードバック知見のフィードバック

■■■■ マクロ管理とミクロ管理の両輪マクロ管理とミクロ管理の両輪マクロ管理とミクロ管理の両輪マクロ管理とミクロ管理の両輪

23

参考資料

国土技術政策総合研究所資料 ３８１号
「道路橋の健全度に関する基礎的調査に関する研究

～道路橋に関する基礎データ収集要領（案）～」

国土技術政策総合研究所資料 １９６号
「道路橋の定期点検に関する参考資料

～橋梁損傷事例写真集～」

国総研資料はＨＰよりダウンロードできます！

http://www.nilim.go.jp

道路橋の補修・補強事例集
(社)日本道路協会


